
文部科学省科学技術人材育成費補助金 
『女性研究者支援モデル育成』事業 

～ＮＥＷＳ Ｌｅｔｔｅｒ～  30号 2012.12 

＊総括シンポジウム開催  
＊自治体との意見交換会開催 
＊出前講義実施 
＊保育園たより 
 

・・ T O P I C S ・・ 
 
  

－１－ 

岐阜大学男女共同参画推進室 

「多様性活力発揮に向けての女性研究者支援」 
総括シンポジウムを開催 

 平成２４年１２月５日（水）、岐阜大学「多様性活力発揮に

向けての女性研究者支援」総括シンポジウム「男女共同参画大

学の実現に向けて―女性研究者支援事業から男女共同参画推進

活動へ」を開催し、学内外から約150名の参加がありまし

た。 

 最初に、森秀樹学長より、「国立大学は男女共同参画が遅れ

ている分野の一つ、改めて勉強させていただき明日への行動力

としたい」と挨拶がありました。 

 基調講演では、「女性研究者の現状：世界・日本・三重」と

題し、三重大学人文学部特任教授で前女性研究者支援室長（学

長補佐）の小川眞里子氏よりご講演をいただきました。小川氏

は、女性研究者支援は世界共通の課題であり、欧米諸国で女性 研究者の割合が日本に比べて高いのは、対応策を進めてきた結果であるとし、日本の取組が遅れてい

る現状を話されました。また、三重大学では、女性研究者支援事業の展開により、工学部に創立以来

初の女性教員が数名誕生したことに触れ、「景色を変えて、意識を変えよう」と述べられました。  

 引き続き、男女共同参画推進室の三宅恵子特任准教授、松藤淑美特任助教、松井真一特任助教が、2

年半にわたる事業の取組成果を紹介し、「女性研究者が出産・育児等と研究活動を両立し研究を継続

できる仕組みを構築することができた、今後は目標達成に向けてさらなる採用の促進が必要」と報告

しました。その後のショートリポートでは、山根京子応用生物科学部助教より研究補助員配置制度の

利用経験について、「制度の利用により科学研究費補助金を獲得することができた、精神面での効果

が非常に大きかった」との報告がありました。また、連合農学研究科博士課程２年の吉﨑友紀さんよ

り、「サイエンス夢追い人育成プロジェクト」の参加経験について、「プレゼンテーションについて

考える機会となった、研究生活の中でのリフレッシュとなり研究に対するモチベーションが向上し

た」との報告がありました。その後、林正子男女共同参画推進室長より、「今後の展望と実践活動」

について、「女性研究者支援事業で得られた成果を礎とし、岐阜大学男女共同参画行動計画に則り進

めていく」との宣言がなされました。 

 終わりに、杉戸真太理事（財務・基金担当）より、「培った男女共同参画の精神を来年度からも繋

げていきたい」と、本学における男女共同参画をさらに推進していく姿勢が打ち出されました。 

▲講演する小川眞里子氏 

▲森秀樹学長 ▲会場の様子 ▲山根京子氏 ▲杉戸真太理事 ▲吉﨑友紀氏 
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学内の教職員16名の方にご協力いただき、若手のライフプランニング、

子育て、介護をテーマにした冊子を発行しました。本冊子を、全教職

員が自分らしく、いきいきとワーク・ライフ・バランスを実現してい

くために、お互いを理解し合い、助け合うきっかけにしていただけれ

ば幸いです。 

ご希望の方は、男女共同参画推進室にご連絡ください。 

Chapter1 女性のライフプランニング 

Chapter2 パパ・ママ一緒に歩む子育て 

Chapter3 介護と向き合う 

 意識啓発のためのポスターを発行し

ました。研究室の掲示板など身近な場

所に掲示していただき、一人ひとりが

多様な視点が活きる大学づくりの重要

性やワーク・ライフ・バランスの実現

について考えるきっかけになればと思

います。 

ポスターは2種類あります。 

各部局の事務室で配布しています。 

「自分らしく、いきいきと☆岐阜大学 Happy Life 応援 book」 

自治体との男女共同参画意見交換会を開催  

ロールモデル集を発行 

意識啓発ポスターを発行 

 平成24年12月7日（水）、総括シンポジウム後に岐阜県内自治体との男女共同参画意見交換会を

開催し、岐阜県内の各自治体の男女共同参画担当者など16名（11自治体）が参加しました。 

 意見交換会では、男女共同参画を進めるうえで抱えている課題についてグループディスカッション

を行った後、三重大学学長アドバイザーの鈴山雅子氏より「地域連携による男女共同参画の推進～三

重県内を中心とした事例の紹介～」と題しご講演いただきました。講演では、三重大学と三重県男女

共同参画推進センタ―が中心となり、三重県内の多くの市と連携し取り組んでいる事業を紹介され、

つながることはとても重要で、互いに協力し合うことで課題解決の道も広がる、大学はつなげる役割

を果たすことが必要と述べ 

られました。 

 今回の意見交換会を通し、 

自治体の方々が課題を共有 

し対応策を考える機会とな 

るとともに、大学と地域が 

連携し男女共同参画を進め 

る契機となりました。 
▲講演する鈴山雅子氏 ▲会場の様子 
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出前講義を実施 

「自分に挑戦する大学生活！」 

佐竹 郁恵  教育学研究科 修士課程1年 

近藤 勇介  連合農学研究科 特別協力研究員 

鈴木 紀子  医学研究科産科婦人科学分野 学術研究補佐員  

 平成24年11月16日（金）、岐阜市立鶉小学校6年生110名を対象に、教育学研究科修士課程1年の

佐竹郁恵さん、医学研究科産科婦人科学分野学術研究補佐員の鈴木紀子さん、連合農学研究科特別協力

研究員の近藤勇介さんの3名が出前講義を行いました。 

 3名は、講義の前半では現在取り組んでいる研究について、後半では科学や研究に興味を持った経緯

を話し、最後に思いのこもったメッセージを伝えました。講義では、スライドにイラストや写真を多用

したり実際の道具を見せるなど、講師たちの小学生の関心を引き付ける工夫が随所に見られました。 

 10人いたら10通りの人生。自分の心の声を大切に

しながら、自分の道を作っていって！ 

「がんの新しい治療法を探る！～お母さん研究者の歩み～」 

「ふしぎな虫のおはなし～派手な色のガ～」 

 まだ知らない世界がいっぱいあります。どうしてだ

ろう？と思ったら、ぜひ自分で調べてみてください！ 

 やりたいこと、興味のあることにチャレンジして。

チャレンジした分、悩みも増えるけど、悩んだ時が成

長できるとき！最後までやり遂げることが大切です！ 

前半では、カワラナデシコの繁殖についての研究を紹介し

た後、乾燥したカワラナデシコのサンプルを用いて種子を

観察しました。後半では、挫折しそうになった時にも、仲

間と支え合いながらやり遂げた経験を話しました。 

前半では、副作用の少ないがんの治療法の開発に向けた研

究に取り組む背景や実験方法を説明した後、実際に使用す

る実験器具を紹介しました。後半では、悩みながらも、自

分のやりたいことを模索してきた経験を話しました。 

前半では、昼行性のガの配偶行動に関する研究について説

明した後、捕虫網の使い方や三角紙を用いた昆虫の保存方

法などを紹介しました。後半では、塾の先生との出会いを

きっかけに研究に興味を持った経験を話しました。 
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岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/̃sankaku/ 
〒501-1193 岐阜市柳戸1-1  Tel：058-293-3378 Fax：058-293-3396  Ｅ-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

 平成24年11月21日（水）学内保育園「ほほえみ」はくちょう組の園児らが、坪内孝治人材開発

部長を表敬訪問し、日頃の感謝を述べるとともに、手作りの感謝状をプレゼントしました。 

 平成24年11月29日～30日、（独）国立女性教育会館で「大学等における男女共同参画推進セミナー」

が開催され、全国の大学・短大・高専に所属する教職員90名以上が参加しました。 

 全86国立大学法人中、女性が学長であるのはわずか3大学です。そのうちのおひとり、東京学芸大学の 

松村泰子学長の講義をはじめ、企業における男女共同参画の取り組みとして、株式会社高島屋と株式会社 

光機械製作所の紹介、そして、3つの分科会が開かれ、活発なディスカッションが展開されました。 

 

岐阜県が男女共同参画フォーラムを開催 

「大学等における男女共同参画セミナー」で発表 

 平成24年11月17日（土）、ふれあい福寿会館で「男女共同参画フォーラム」が開催され、岐阜大学

から、人材開発部職員育成課の職員３名が参加しました。 

講演会：「Ｗｅ ａｒｅ イクメン！！」 

講 師：小崎 恭弘 氏 （神戸常盤大学教育学部こども教育学科 准教授） 

    ＊ご自身もお子さん３人のために３回の育休経験がおありです。 

「父親の子育て」、「具体的なかかわり方やママとの関係」などについて、ご自身の育児 

体験を踏まえて話されました。笑いが絶えない楽しい講演会で、男性が子育てに参加したくなるよう

な内容で、啓発されること多大でした。 

▲分科会で発表をする林室長 

 本学からは、林 正子男女共同参画推進室長が参加し、分科会にて発表を行

いました。 

 分科会のテーマは、「男女共同参画意識を浸透させるための組織づく

り」。林室長は「男女共同参画推進室と多様性人財活用推進会議の連携 －岐

阜大学の場合－」と題して、本学の男女共同参画推進の歩み、女性教員比率

を2015年までに17％以上に引き上げることを達成目標に掲げるまでの道の

りを紹介し、女性教員比率を向上させるためには、人事をおこなう各部局と

大学・学部執行部との連携が不可欠であると、参加者に訴えました。 

▲園児から感謝状を手渡される坪内部長 ▲元気いっぱいの園児と尾藤先生 

勤 労 感 謝 の 日 学内保育園 
「ほほえみ」 
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